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2019.7

緊急避妊薬を薬局で これまでの経緯

2017
スイッチOTC化検討会議 パブコメ募集
結果にかかわらず OTC化 否決

緊急避妊薬のオンライン診療
要件つきで認められる

主な否決理由
性教育の遅れ、薬剤師の知識不足、悪用濫用の恐れ等

2020.12
緊急避妊薬の処方せんなしで薬局で
取り扱うことを検討 閣議決定

2021.5
緊急避妊薬のスイッチOTC化
再検討が始まる



市民プロジェクト 当事者目線での訴え

緊急避妊薬のオンライン診療
要件つきで認められる

緊急避妊薬のスイッチOTC化
再検討が始まる

緊急避妊薬への

アクセスに障害がある

96.3％
なんでないのプロジェクト ピルコン

世界90か国

処方せんなしで薬局で買うことができる
安全性が高く重大な副作用がない薬

5000円未満、若者へ無償提供も

当事者への啓発ツール、学校・医療機関への情報提供支援



Sexual and Reproducitve Health and Rights 

自分の人生を自分で選択できる、あたりまえを全ての人に

性と生殖に関する健康と権利

女性が女性らしく生きるために
薬局に協力を求めている！！
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緊急避妊薬を薬局で
導入への３つの壁

どこでもらえるの？ 対応医療機関・薬局の情報不足

近くに医療機関がない、夜間休日診療×

経済的な理由 希望額2,500円～5,000円

＜参考＞2018年 人工中絶 16万件
24歳以下 33％

薬剤師の知識不足 女性の生殖や避妊、緊急避妊に関する
専門知識が不十分
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緊急避妊薬の処方せん応需体制構築まで

令和3年6月

厚労省 第16回スイッチ検討会議 4年ぶり

薬剤師会からの発言はなかった

▪ 市薬剤師会が中心となって体制構築できないか

検討開始

▪ 医師会へ導入打診

▪ 7月 八戸薬剤師会理事会提案

慎重論もあり、色々な意見が出された

薬剤師が取り組んでいくべきとの会員の意見に

後押しされ

▪ 緊急避妊薬が必要な事例に対応した薬剤師からの相談

▪ 9月 事業承認後、八戸薬剤師会HPで情報公開

市民団体からのご意見を参考に価格等必要な情報を掲載

令和３年後半から現在

▪ 令和3年11月 地方新聞に記事を掲載

地方の医療インフラとして「悩まず相談できる環境を」

地域で必要な情報を必要な人に周知

▪ 令和4年５月 青森県薬剤師会

緊急避妊薬の研修会 100名以上の受講者

受講２回目の参加者も 薬局在庫を呼び掛け

▪ 6月以降 八戸薬剤師会HP 情報更新

▪ 今年度 ユースフレンドリーな対応マニュアル作成へ



地域の薬剤師全員が
対応知識を持つことが

重要

十分な知識、適切な対応方法
を身につけ万全の状態で
応需できるよう準備したい

必要な薬を必要な方のため
整備することが薬局の務め

現在在庫していませんが
積極的に応需します

薬局の価値が問われているグループ薬局で在庫して
いつでも応需できる体制

はできています

女性を守るためにもっと入
手しやすくする必要がある

必要とする女性のためにも
OTCで販売できることが重要

会員薬局アンケート 現場の若手薬剤師からの意見
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慎重論もあり、色々な意見が出された
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かかりつけ

薬剤師の強み…

「いつでも患者様の人生に寄り添っていく」

- 子供から大人まで 年齢が変わっても

- 手術などで入退院しても変わらずにサポート

- もっとも身近な医療者 街の科学者へ相談

- 緊急避妊薬はかかりつけ業務のひとつ？



今後は・・・

▪ どこまで患者から本当を引
き出せるか？

▪ 期待される薬剤師とは？



八戸のきれいな場所



八戸の美味しいもの


